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一
九
五
七
年
の
ス
プ
ー
ト
ニ
ッ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
を
切
っ
掛
け
で
米
ソ
間
の
宇
宙
開
発
競
争
が
顕
在
化
し

た
。
一
九
六
一
年
、
ガ
ガ
ー
リ
ン
の
有
人
飛
行
、
一
九
六
九
年
、
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
の
月
面
着
陸
で
輝
か
し

い
成
果
が
誇
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
裏
で
莫
大
な
国
家
予
算
が
費
さ
れ
、
双
方
に
疲
弊
を
も
た
ら
し

た
。
そ
こ
で
、
両
国
間
で
宇
宙
空
間
平
和
利
用
の
た
め
の
米
ソ
覚
書
が
交
わ
さ
れ
、
一
九
七
二
年
に
ア
ポ

ロ
・
ソ
ユ
ー
ズ
テ
ス
ト
計
画
が
調
印
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
一
九
七
五
年
に
両
国
の
宇
宙
船
が
同
時
に

打
ち
上
げ
ら
れ
、
宇
宙
上
で
ド
ッ
キ
ン
グ
し
両
国
の
飛
行
士
が
一
つ
宇
宙
船
で
過
ご
す
象
徴
的
な
イ
ベ
ン

ト
が
あ
っ
た
。 

  

一
九
八
四
年
に
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
提
唱
で
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

Ｉ
Ｓ
Ｓ)

の
構
築
が
提
案
さ
れ
、

日
米
欧
で
分
担
し
て
製
造
し
宇
宙
上
で
組
立
て
た
。
参
加
国
の
宇
宙
飛
行
士
が
無
重
力
の
特
殊
環
境
下
で

科
学
実
験
な
ど
を
行
っ
た
。
初
期
に
は
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ト
ル
が
宇
宙
飛
行
士
を
運
搬
し
た
。
当
時
の
政

治
環
境
に
激
し
い
変
化
が
起
き
て
、
両
陣
営
の
緊
張
が
緩
み
一
九
八
五
年
に
レ
ー
ガ
ン
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

と
の
会
談
が
実
現
し
た
。
一
九
八
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
、
そ
し
て
ソ
連
邦
が
崩
壊
し
た
。
ロ
シ
ア
共

和
国
が
ソ
連
の
宇
宙
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
一
九
九
三
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
参
加
し
た
。
最
近
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
主

要
運
搬
手
段
と
し
て
ロ
シ
ア
の
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
基
地
か
ら
ソ
ユ
ー
ズ
打
ち
上
げ
ロ
ケ
ッ
ト
が
使
わ
れ
た
。

現
在
米
国
はS

p
a
ce
X

社
のF

a
lc
o
n

ロ
ケ
ッ
ト
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
は
ア
リ
ア
ン
・
ロ
ケ
ッ
ト
や
、
物
資
の
運
搬

に
は
日
本
の
Ｎ―

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
宇
宙
船
「
こ
う
の
と
り
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

  

冷
戦
下
で
あ
っ
て
も
、
宇
宙
に
は
夢
が
あ
る
分
野
な
の
で
共
同
歩
調
が
と
ら
れ
て
き
た
。
最
近
、
ロ
シ

ア
は
ソ
ユ
ー
ズ
・
ロ
ッ
ケ
ト
に
よ
る
各
国
の
宇
宙
飛
行
士
の
運
搬
を
受
け
持
つ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
主
要
メ
ン
バ
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
今
回
の
暴
挙
で
、
ロ
シ
ア
の
従
来
の
通
り
の
参
画
が
難
し
く
な
る
の
で
な
い

か
と
心
配
す
る
。
平
和
裡
に
一
緒
に
宇
宙
活
動
で
き
る
ま
で
に
長
い
年
月
が
か
か
っ
た
。
し
か
し
、
政
治

の
猜
疑
心
が
平
和
な
ム
ー
ド
を
一
瞬
に
壊
す
。
宇
宙
に
、
日
米
欧
、
ロ
シ
ア
、
中
国
の
政
治
の
争
い
を
持

ち
込
ま
な
い
で
欲
し
い
。 

   


